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温度 (℃) 瑚LLm/S) dPi/dt(分子数/S･nm) D/r(nm)
22 8.3 1.1 1280















































温度 (℃) vi(LLm/S) VATP(分子数/S) D/r(nm)
5 5.3 1.0 10600
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図4｡筋肉の長さを正弦波的に変えた
ときのX線積分強度I(14.5)の変化｡
横軸は時間Jで､位相360i/t(○)､
L'-500Hzで与える｡ (a)相対筋
長変化｡(b)等尺収縮でのI(14.5)O
(C)硬直状態でのI(14.5)0
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｢筋肉収縮の理論｣-の補足
筋長を少し短くすることは図3でアクチンフィラメントを右に滑らせneck
domainの先端を少し右に動かすことに当たる｡ 図(bl)には左側に傾いたCでのneck
domainのこの際の傾きの変化を矢印で示す｡(cl)にはβ｡qでの変化を示す｡簡単のた
めneckdomainだけを考えることにすると､積分強度I(14.5)はneckdomainの電子密度
のフィラメント軸 (Z軸)への投影のフーリエ変換の絶対値の自乗に比例する｡neck
domainの電子密度のZ軸への投影p(Z)をZ軸上幅aの間でp(I)-b､それ以外のZで
は0となる関数で近似し､(b2)と (C2)に矩形で示す｡電子数は同じなので､積abは
変らない｡このようなp(I)のフーリエ変換は逆空間座標Z*ではbsin((a/2)Z*)/Z*に
比例し､その自乗のZ*での積分はa招 こ比例する｡abは定数なので､I(14.5)はbに
比例することになる｡したがって(b2)で矢印の方に密度投影が変るとI(14.5)は増える｡
一方(C2)ではI(14.5)は減る｡
我々のモデルの場合､張力発生中にミオシン頭部は左側のβから♂｡｡へと傾きを
変える ([1]の図7参照)｡強い張力では出発点のCが大きいので､多くの頭部は左に
傾いて(bl),(b2)の状態にあり､筋長が小さくなるとI(14.3)は増大する｡したがって外
力による筋長変化を正弦波で与えた場合は､等尺収縮では反位相となる｡一方硬直状
態は張力発生後の状態であるから頭部の傾きはβ｡となり､(cl),(C2)からわかるよう
に､Ⅰ(14.3)の変化は同位相となる｡つまり図4のような観測結果が期待される｡Huxley
の71年モデルではミオシン頭部が張力を発生するときは､まず急なpowerstrokeを
行って､傾きが左側の銅 ､ら♂e｡に変り､ばね (弾性要素)に張力発生のためのエネ
ルギーを蓄える｡この急な回転と弾性要素の仮定は57年モデルの定式化を生かすた
めに必要である｡したがって張力発生中の頭部の傾きは大体eeqである｡よって
I(14.5)の変化は等尺張力発生時でも硬直状態でも筋長変化と同位相になり､図4の結
果の説明は困難となる｡
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